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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月11日(2014.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイントによるマルチユーザ（ＭＵ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）チャネルサウ
ンディングのための方法であって、前記方法は、
　フレームをステーション（ＳＴＡ）のグループに送信することであって、前記フレーム
は、前記ＳＴＡのグループを識別するグループ識別情報および前記ＳＴＡのグループの順
序に関連付けられるサウンディング情報を含む、ことと、
　第１のサウンディング応答フレームを前記ＳＴＡのグループの第１のＳＴＡから受信す
ることであって、前記ＳＴＡのグループの前記第１のＳＴＡは、前記フレームの前記サウ
ンディング情報における最初である、ことと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記フレームは、前記ＳＴＡのグループのそれぞれのＳＴＡのためのフィードバックの
要求を含む、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記ＳＴＡのグループの第１のＳＴＡからの前記第１のサウンディング応答フレームは
、前記フレームからＳＩＦＳ（short interframe spacing）間隔の遅延で受信される、請
求項１の方法。
【請求項４】
　前記第１のサウンディング応答フレームは、前記送信されたフレームに基づくチャネル
推定または前記送信されたフレームに基づくチャネル測定の少なくとも一つを含む、請求
項１の方法。
【請求項５】
　前記ＡＰは、ＶＨＴ（very high throughput）　ＡＰである、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記ＳＴＡのグループのそれぞれのＳＴＡは、ＶＨＴ（very high throughput）　ＳＴ
Ａである、請求項１の方法。
【請求項７】
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　第２のサウンディング応答フレームを前記ＳＴＡのグループの第２のＳＴＡから受信す
ることであって、前記ＳＴＡのグループの前記第２のＳＴＡは、前記フレームの前記サウ
ンディング情報における２番目である、こと
　をさらに備える、請求項１の方法。
【請求項８】
　第３のサウンディング応答フレームを前記ＳＴＡのグループの第３のＳＴＡから受信す
ることであって、前記ＳＴＡのグループの前記第３のＳＴＡは、前記フレームの前記サウ
ンディング情報における３番目である、こと
　をさらに備える、請求項７の方法。
【請求項９】
　マルチユーザ（ＭＵ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）チャネルサウンディングを実行するよ
うに構成されたアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　フレームをステーション（ＳＴＡ）のグループに送信するように構成された送信機であ
って、前記フレームは、前記ＳＴＡのグループを識別するグループ識別情報および前記Ｓ
ＴＡのグループの順序に関連付けられるサウンディング情報を含む、送信機と、
　第１のサウンディング応答フレームを前記ＳＴＡのグループの第１のＳＴＡから受信す
るように構成された受信機であって、前記ＳＴＡのグループの前記第１のＳＴＡは、前記
フレームの前記サウンディング情報における最初である、受信機と
　を備えたＡＰ。
【請求項１０】
　前記フレームは、前記ＳＴＡのグループのそれぞれのＳＴＡのためのフィードバックの
要求を含む、請求項９のＡＰ。
【請求項１１】
　前記ＳＴＡのグループの第１のＳＴＡからの前記第１のサウンディング応答フレームは
、前記フレームからＳＩＦＳ（short interframe spacing）間隔の遅延で受信される、請
求項９のＡＰ。
【請求項１２】
　前記第１のサウンディング応答フレームは、前記送信されたフレームに基づくチャネル
推定または前記送信されたフレームに基づくチャネル測定の少なくとも一つを含む、請求
項９のＡＰ。
【請求項１３】
　前記ＡＰは、ＶＨＴ（very high throughput）　ＡＰである、請求項９のＡＰ。
【請求項１４】
　前記ＳＴＡのグループのそれぞれのＳＴＡは、ＶＨＴ（very high throughput）　ＳＴ
Ａである、請求項９のＡＰ。
【請求項１５】
　前記受信機は、第２のサウンディング応答フレームを前記ＳＴＡのグループの第２のＳ
ＴＡから受信するようにさらに構成されており、前記ＳＴＡのグループの前記第２のＳＴ
Ａは、前記フレームの前記サウンディング情報における２番目である、請求項９のＡＰ。
【請求項１６】
　前記受信機は、第３のサウンディング応答フレームを前記ＳＴＡのグループの第３のＳ
ＴＡから受信するようにさらに構成されており、前記ＳＴＡのグループの前記第３のＳＴ
Ａは、前記フレームの前記サウンディング情報における３番目である、請求項１５のＡＰ
。
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